スィンドの土から生まれた布、アジュラック
2002年5月6日（麻田宅）

講演者：ヌールジャハーン・ビルグラーミー (Ms. Noorjehan Bilgrami)

【講演要旨】

パキスタンの概要


地理　三方をインド、アフガニスタン、イランに囲まれる


歴史　独立後54年。4500年以上昔のインダス文明の発祥の地

インダス文明以来の染織の伝統


モヘンジョダロの「神官像」にも見られる、織りとプリント技術

アジュラックとは・・・


スィンド地方の人々の生活に欠かせない布。スィンド文化の一部

アジュラックの製作方法


自然との共生を図りながら繰り返される複雑な工程

アジュラックの将来性と課題


伝統技術をどう守り、次世代に伝えるか

スーフィズムとアジュラックの関係

●ドキュメンタリー・ビデオ（英語ナレーション）

「太陽、火、川、アジュラック――スィンドの土から生まれた布」
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【Noorjehan Bilgrami女史のプロフィール】

インドのハイダラーバードに生まれる。夫君は建築家。一男二女の母。

カラーチーに工房「Koel」を1980年に開設。パキスタンを代表するテキスタイル・デザイナーの一人。

伝統的アジュラックの木版防染（ブロック・レジスト・プリント）に早くから着目し、古い技術に新しい感覚と色使いを加えて、クルター・シャルワールを作り、評判となる。デザイナーである傍ら、伝統的アジュラックの製作過程を調査し、本やビデオにまとめた研究者でもある。ムガル宮廷以来の伝統を重視したクルター・シャルワールのデザインとファッション・ショーには定評があり、パキスタン国内だけでなく、アメリカやヨーロッパ在住のパキスタン人、アラブの豪族などからも注文がある。

カラーチーのIndus Valley School of Arts and Architecture（私立美術建築学校）の創立メンバーの一人で、若手芸術家の育成にも努める。

アジュラックの研究から端を発し、天然染料、藍染め、手織り布など古い技術の復活に意欲的に取り組んでいる。柳宋悦、浜田庄司に代表される日本の「民藝運動」にも共鳴し、流行に左右されない、手作りの本物を追求している。国際交流基金の招聘で「日パの藍染めの比較研究」のため、昨年９月より今年７月まで滞日中。
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